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１．はじめに
本稿は、現代社会においておもに若者のあいだで流行しているタトゥー（tattoo）が集団内で
いかなる意味世界を構築しているか、実践者たちの語りをもとに分析をおこなうものである。
若者に受容されているタトゥーの多くは、スタジオに所属する彫師によって、専用の機器を用
いた「機械彫り」と呼ばれる手法で施される（1）。針先に付着させた色素によって皮膚に彩色を
おこなうタトゥーは、身体の一部に穴を貫通させその穴に装身具を通して付けるピアッシング
Journal of Living Folklore 4（May 2012）
Tattoo, Linked by Fate
Body Modification in Japanese Youth Subculture
Tattoo as a youth subculture has mainly been discussed by sociologists, but 
also by the areas of anthropology and folklore. The aim of this article is to make 
ethnography of young Japanese men who have got tattoos. 
In some recent studies, it has been theorized that young tattooed Japanese 
men is considered as consumption or an expression of self-satisfaction. In addition, 
to have a tattoo is normally thought of as a negative personal characteristic in the 
Japanese society.
However, this article shows that the tattoos have various meanings linked to 
beliefs, memories, stories and affiliations; and they also build strong relationships 
among their carriers. We can say they are making their own ‘world,’ in which they 
share experiences and history through their tattoos. This fits into the framework of 
Anthony Giddens. This article argues that the carriers of tattoos overcome difficul-
ties by using their camraderie. 
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（Piercing）とならんで、現代社会における代表的な身体加工の事例といえる。
上野俊哉は、現代社会の若者の細分化されたサブカルチャーへの帰属を「アーバン・トライブ
（urban tribe）」という言葉を用いて表現し、彼らが「複数のトライブを横断的に帰属しつつ、固
定した一個のアイデンティティ（身元証明＝同一性）だけにしばられない」［上野 2005: 25］こ
とを特徴としてあげる。しかしながら、自身の肉体に再生・修復が完全には困難となるような加
工を加える身体加工は、他のサブカルチャーとも様相を異にする。
日本の若者のピアッシング行為に対するイメージを調べた金愛慶の研究によれば、「ピアスは
外見的イメージの変化をもたらすファッション道具であるというイメージ（中略）よりも、自己
の内面的な肯定的変化や精神的高揚が得られる手段といった内的な自己の変化のイメージがより
前面に出ている」［金 2006: 24］という。実際、アンケート調査の結果からはピアスを開けるこ
とに対して「おしゃれに見える」といった外見的効果に増して「運勢が変わるなど神秘的な力が
ある」といった内面的変化を期待する声が多数寄せられた結果が示されている。
身体加工をおこなうことで自己に外見的、あるいは内面的な変化を期待する点は、人類が古来
から施してきた「文身」や「イレズミ」と呼ばれる身体加工と共通点を有する（2）。『いれずみ（文
身）の人類学』の吉岡郁夫は、世界各地の豊富な事例と先行研究の分析から、かつて人類が施し
てきたイレズミの目的を次のように整理している［吉岡 1996: 219-220］。
1. 種族あるいは男女の表徴 2. 階級の表徴   　　3. 勇者の表徴
4. 婚期を示す女子の表徴 5. 宗教的な理由   　　6. 装飾・化粧
7. 医療の目的でおこなうもの 8. 刑罰、呪術、あるいは性的なもの
項目を一瞥してわかるのは、身体に施されたイレズミが象徴的な次元に昇華され、それを契機
として被施術者に生じる、政治的・宗教的・呪術的な性質の変化・移行が期待されている点であ
ろう（3）。つまりイレズミを身体に施すことは、被施術者が属する集団や社会内部で有利に働く
ような付加価値を与えられたり、その反対に地位を貶められたりすることを意味している。
波平恵美子が指摘するように、文化人類学は数多くの民族誌によって、身体がシンボルとして
社会関係を示し、個々の人間関係を互いに確認し合い、周囲に提示することが、人間の社会に普
遍的に見出せることを論じてきた［波平 2005: 38］。
しかしながら、こと現代の若者が施すタトゥー、あるいはより広義の現代の若者文化というテー
マに関しては、これまでむしろ社会学が先鞭をつけてきた。たとえば大澤真幸は原始社会におけ
る身体加工において、その痛みは当事者だけのものではなく、それを目にする周囲の者（「『痛み』
のシーンを眺める他者たち」）を巻き込むものであった点を指摘し、身体加工は「痛み」を共有
する「第三者の審級」が介在することで、規範性を帯びた形式へと純化することを指摘している［大
澤 1992: 59-60; 396］。しかしながら、現代のタトゥーをはじめとする身体加工において、こうし
た「痛み」を共有するような審級は不在であり、そうしたものを埋め合わせるために、若者は「痛み」
がともなう実存の感覚の獲得に向かうと述べる。大澤の言葉を借りるのであれば、タトゥーの「痛
み」によって「『ここの私がまさにここにいること』が、瞬間的に、否定しようもなく実感される」
という［大澤 2003: 137］。
さらに、西山哲郎はタトゥーを入れることが社会的には決して魅力的な身体を作り上げること
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にはならず、むしろさまざまな社会的制約を生じさせる点に注目し、「たとえ本人にとって格好
良さを追求するためのものであっても、異性を引き付ける道具にさえなりにくい。職場でも円滑
なコミュニケーションを阻害し、そもそも職場に入ることを阻害する」と述べる。それゆえ、タ
トゥーを「『身体を使ってはいるが、何も生まない』純粋な消費行動」と結論づける［西山 2007: 
130］。
公衆浴場やプールなどでしばしば見かける「イレズミのある方、お断り」の張り紙からもわか
るように、日本社会において、イレズミは暴力団ややくざなど社会的逸脱者の表徴としてみなさ
れている（4）。そのため、タトゥーを施すことは「魅力的な身体」となりにくく、「職場でも円滑
なコミュニケーションを阻害」する。さらにいえば「異性を引き付ける道具」にすらならない。
それゆえタトゥーは、他者による意味づけを必要とせず、自己の充足のためになされる内向きな
ものとして理解される。こうした特徴を現代の若者像として、その要因を近代以降の村落社会や
家族といった集団の規模の縮小や成員の流動化、紐帯の弱体化といった点にもとめて解釈するこ
とは容易であるが、筆者は一連の結論にいささかなりとも疑問を感じざるを得ない。
その理由として決定的なのは、諸研究における手続きの妥当性に対する疑問である。上述した
先行研究は雑誌などのメディアに掲載された言説を下敷きに導かれている。身体加工というごく
私的な行為を考察するにあたっては、いかなるコンテクストで実施されたのか不明な言説を用い
ることではすくいあげることのできないような対象者を取り巻く環境や、タトゥーを入れる前後
における心境の変化など、内的な経験を詳細に検証する必要があるのではないか。成実弘至が「都
市型サブカルチャーは社会（学校、警察、大人たち）による監視と、表象という他者のまなざし（メ
ディア）との相互作用のなかで成立する」［成実 2001: 114］と述べるように、タトゥーをおこな
う若者を、もういちど彼らを取り巻く具体的な周辺環境のなかに置き直し、その相互関係のなか
で対象化することで、現代社会におけるタトゥーを捉えなおすことができるのではないか。
さらにこうした先行研究群では、具体的な表象と個人との関係についての分析はほとんどなさ
れていない。意匠と個人の経験の相関を検証することは、今後の課題といえよう。
筆者はこのような特定の集団内に内在される価値観を分析するには、メディアに表出される言
説分析以上に、実践者たちの日常生活に入り込み、彼らの語りの意味するところを明らかにして
いくような民族誌的手法が必要と考える。周知の通り、文化人類学では自文化と異なる「文化
的他者」を研究対象としてきたが、現代の多様化した日本社会において、もはや個人の経験は
共通の価値観のもとでは語れず、「文化的他者」は身近に存在するといえる。しかし、ここでい
う「文化的他者」は、共通のパラダイムをまったく有しない完全なる「他者」でない点は強調さ
れるべきであろう。たとえば本稿で扱う日本のタトゥーは、日本の伝統的なイレズミと西欧由来
のタトゥーなどの諸要素が融合している。こうした状況を鑑みれば、変貌・消失する日本の民俗
慣行を現地調査から得られた情報をもとに記述する現代民俗学的視角が有効であると筆者は考え 
る（5）。
調査は 2010 年 11 月から 2011 年 3 月にかけて、千葉市内にある服飾・雑貨を販売する店舗‘FIVE’
で働く店員（4 名、すべて男性）を対象としておこなった。なお、この稿に登場する固有名称な
どは、一部、論の展開の必要上やむを得ない箇所を除いて、すべて仮称を用いている。また、年
齢に関しては調査時（2011 年 3 月）のものである。
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２．ヒップホップ・カルチャー（hip hop culture）発信地としての‘FIVE’
はじめに調査地の概要とインフォーマントの関係性についてふれておく。2005 年から千葉市
の繁華街で営業を始めた‘FIVE’はヒップホップ・カルチャーをベースにした商品展開をおこなっ
ており、洋服、ジュエリーのほか、DVD、CD などを取り扱っている。店員もヒップホップ・カ
ルチャーに造詣が深く、ラップやグラフィティなどの活動に携わっている。
‘FIVE’の客層は 10 代中盤から 20 代中盤である。なかには千葉県の南部地域から電車で 50
分かけてこの店を訪れる者もいる。これは、‘FIVE’がイベントの情報や仲間の動向などを知る
ための社交場となっていることを意味する。そのため平日でも客足は多く、なかにはなにも買わ
ずに店員と話し込んで帰っていく者の姿もみられる。
店員はオーバーサイズのジーンズとベースボール・キャップ、シルバーやゴールドのチェーン
ネックレスといった、いわゆる「ヒップホップ・ファッション」に身を包み、仲間たちと路上で
大声で話す。こうした服装やふるまいは一見、ディック・ヘブディジが『サブカルチャー』で示
した、社会的規範から逸脱する労働者階級の下位集団による「象徴的闘争」として認識できる［ヘ
ブディジ 1986］。しかしながら、彼らがそうした対象と異なるのは、彼らが「逸脱」をアイデン
ティティとして内包するヒップホップ・カルチャーを「売りもの」にしている点である。少なく
とも彼らの勤務中において、「逸脱」はあくまで法規範を侵犯しない程度に演出され、周囲との「差
異化」という形で提示される。
‘FIVE’の「社長」である健吾（26 歳）は、仕入れや経理などの店舗の基幹業務に携わる。達也（24
歳）は健吾が以前、客として来店して知り合った。達也はそのとき別の仕事に就いていたが、健
吾が‘FIVE’を開店したときに雇用された。また、孝一（21 歳）と貴志（18 歳）は、ともに客
として来店していたが、2008 年から健吾の勧めでアルバイトとして働くようになった。
彼らのなかで唯一、貴志が大学に 1 年ほど通っていた経歴を有するが、他の成員は高校卒業後、
飲食業、服飾業、美容業などの職を一時雇用として短期間で転々としている（表 1 参照）。
また、店員と来訪した客を結びつける重要な要素として、「地元」意識を利用した接客術がみ
られる。彼らと客のやり取りには「どこの中学の出身か？」、「きょうだいにあたる人物を知って
いる」などといったローカルな話題が盛り込まれる。自身と客が同郷の出身者であることを強調
することによって互いの距離を縮め、固定客をもうけるような工夫がみられる。
３．スミの意匠とその意味
　ヒップホップ・カルチャーにおいてボディ・ピアスやタトゥーといった身体加工は珍しいこ
とではなく‘FIVE’の店員たちも、全員が身体にタトゥーを入れている。タトゥーは、彼らの
あいだで「スミ」という言葉で呼ばれているため、この論文でも以下、スミという語を用いる。
表 1　インフォーマントの個人データ
名前 年齢 職位 出身 既／未婚 学歴 居住形態 父親の職業
健吾 26 社長 千葉市 未婚 高卒 一人暮らし 不明
達也 24 副社長 四街道市 既婚 高卒 妻の両親と同居 職人
孝一 21 アルバイト 千葉市 未婚 高卒 親と同居 会社員
貴志 18 アルバイト→正社員 勝浦市 未婚 大学中退 祖母と同居 会社員
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スミは千葉県内のタトゥー・スタジオや、ヒップホップのイベント会場に来訪した彫師によって
施術され、料金は 1 時間あたり 1 万円が相場とされている（6）。
表 2 は‘FIVE’の店員たちが、どのようなスミをいつ入れたのかについてまとめたものである。
ここでは、彼らが身体に入れたスミについて、その経緯や意匠に込めた「意味」などを中心に自
由に語ってもらい、発言をもとに彼らがスミに付託した「意味」の分類を試みる。
（１）「強いもの」を取り込む
（事例 1）：一番最初は、18 歳の 12 月 25 日に左胸にデフォルメした「熊」という漢字を入れ
ました。（中略）「熊」という漢字を入れたのは自分に自信がなかったんです。それで、自信をつ
けるために入れました。不動明王は善悪を区別する存在です。剣の周りの炎は破壊を意味してい
表 2　‘FIVE’ のスタッフが身体に入れているスミの意匠と入れた時期
孝一
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期（年齢） 備考
① 左胸 「熊」 2007/12/25 （18 歳） ＇FIVE＇ で働き始めた年。
② 右肩 不動明王 不明（7）
③ 右腕 「trust and guts」 不明 映画「SCARFACE」（1983 年公開）からの引用。
④ 背中 星 不明 彫師見習い女性の練習として。
⑤ 両手の甲 「生」、「粋」 不明
⑥ 右目の下 （模様？） 不明
貴志
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期 （年齢） 備考
① 左腕手首 「Hood rock」 2010/12 （19 歳）
② 左腕 「14world」 同上 国道 14 号線を指す。
③ 右腕 「5」、「（活動名）」（8） 同上 「5」は達也、健吾と共通。
達也
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期（年齢） 備考
① 胸 「coward person」 不明
② 右腕 「orehaorerasiku」 2010/12 （24 歳） 「俺は俺らしく」。
③ 左腕 「life is same as resistance」 不明
④ 左腕裏側 不明 2008 （22 歳） 詳細不明。
⑤ 左手 「5」 不明 貴志、健吾と共通。
⑥ 右手 「N14」 不明 クルー名、健吾と共通。
⑦ 右足脹脛 ジョーカー 2010/12 （24 歳）
健吾
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期（年齢） 備考
① 右足 アインシュタイン 不明
② 左腕 「5」 不明 貴志、達也と共通。
③ 左上腕 「（名前）」（9） 2010/12 （26 歳）
④ 右腕 「N14」 不明 クルー名、達也と共通。
⑤ 右上腕 バラの花 不明
⑥ 胸 「respect for my parents」 不明
⑦ 背中 鶴、カラス 不明
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ます。ふつう台座にはダイヤモンドがくるけれど、自分のは蓮。蓮の花は汚いところに咲くんで
す。自分もそういう存在になりたいと思ったんで［孝一 2010.12.23］。
意匠に対する解釈には誤り（10）がみられるが、このことはさほど重要ではない。むしろ注目す
べきなのは、孝一の願望やコンプレックスが意匠の選択に反映されるプロセスである。「昔から
勉強もできなかったし、引っ込み思案だった」と語る孝一がスミに求めたのは、自らを補うため
に必要な「力」を象徴的に具現化する「熊」や「不動明王」といった意匠であった。孝一はスミ
を入れることで「それまでとは気持ちが変わった」、「気合いが入った」という。
（２）信念、生き方の指針
（事例 2）：右腕の「trust and guts」は、自分の好きな映画に「SCARFACE」てのがあるんです
けど、そこに出てくるセリフなんです。この「生、粋」も好きな言葉です。……まあ、決意をあ
らわす、みたいなことですかね［孝一 2010.12.23］。
（事例 3）：「coward person（臆病者）」って入れたのは、あえてネガティブな意味の言葉を入れて、
意味を反対にするっていうのがあるんです［達也 2010.12.23］。
写真 1	 タトゥーの施術を受ける若者　
2011 年 12 月千葉市内で筆者
撮影
写真 2	 達也：右足のジョーカー
のタトゥー　2012 年 2
月千葉市内で筆者撮影
写真 3	 貴 志： 左 手 首 の タ ト ゥ ー
「HOOD	ROCK」2012 年 2 月千
葉市内で筆者撮影
写真 4	 貴志：左手首に入れたタトゥー「14World」
2012 年 2 月千葉市内で筆者撮影
写真 5	 孝一：手の甲に入れたタトゥー「生、粋」
2012 年 2月千葉市内で筆者撮影
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文字は図柄以上に「意味」がストレートに強調される意匠である 。言葉は孝一のように映画
などから引用をする例もみられるが、多くは自分で考案したものである。書体については孝一が
漢字を選び、その「音」で韻を踏んでいるが、それ以外は英語あるいはローマ字が用いられている。
（３）代理表象
（事例 4）：昔、雑誌のコラムに連載していて、そのとき「ジョーカー」って名前で書いてい
たんです。デザイン自体は彫師さんに任せて、「バンダナ巻いていいの」とか、そういう細かい
部分を相談しました。あと手にもっているライターは、健吾さんに昔もらったものなんです［達
也 2010.12.23］。
右足脹脛に彫られたジョーカーは、達也と健吾の関係性を示唆する表象といえる。コラムで用
いていた「ジョーカー」という名前は、「ふざけて化粧とかしてて遊んでた」［達也 2010.12.23］
ときに健吾が名づけたものである。また、ジョーカーが手にしているライターが健吾から譲られ
たものである点からも、これは達也と健吾の記憶を留めるものとなっている。
（４）所属・紐帯
（事例 5）：「5」は店の名前でもあるし、社長の名前が健吾っていうこともあります。「14world」
は、ここ（店の前の通り）が国道 14 号線ってことだからです［貴志 2011.1.6］。
（事例 6）：「5」は健吾さんと貴志と、あともう 1 人のクルーのメンバーと一緒です。「N14」っ
てのがクルーの名前です［達也 2010.12.23］。
「5」や「N14」などの文字は、複数の成員に共通している。発言からもわかるように「5」は
健吾の名前と店の名前に由来している。また「N14」はクルー（crew）と呼ばれる小集団を表す。
健吾、達也は「N14」というラップ・ミュージックの制作に携わるクルーを結成している。貴志
の「14world」も含めて、店舗の前の国道 14 号線が彼らにとってのアイデンティティとして認識
されている点は興味深い。
４．「彫親」としての健吾
2010 年の年末に初めてスミを入れた貴志は、同じタイミングで‘FIVE’の正式なスタッフに
昇格している。この背景には、孝一が 2010 年 11 月に「家の都合」で‘FIVE’を退職したため、
代わりに貴志に責任の大きな仕事を任せたいという健吾の意図が働いたようだ。
貴志がスミを入れるきっかけとなったのは、「社長（健吾）が『そろそろ入れたら』って言っ
たから」と健吾の一言に端を発している。つまり貴志のスミは、共同体の正式な成員に迎えるた
めの、加入儀礼の一種として解釈ができる。
貴志が「どういうスミを入れるか、どこの彫師に依頼するかは、社長と相談した」［2011.1.6］
と話すように、彼らがスミを入れる際には健吾の存在が大きい。その一方で、スミを施す彫師の
存在はほとんど前景化されることがなかった。スミを入れる際の彫師とのやりとりについて貴志
に質問をしたところ「彫師の人に、スミを入れたあとの注意事項とかを聞いたあと、もっていっ
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た下絵をみせて『こういう風にお願いします』って頼みました。それ以外、あんまり相談とかは
していないです」［貴志 2011.1.6］という素っ気ないものであった。
台湾や沖縄のイレズミを研究する山本芳美によれば、「彫師は客の死と再生の瞬間に立ち会う
者であり、通過儀礼の執行人でもある。また、彫る際の痛みのちらし方や彫った後の傷の処置な
ども教えてくれる世話人である」［山本 2005: 333］と述べており、被施術者と彫師との親密な関
係性を「彫親」という言葉で表現している。意匠に対する知識体系は素人には開陳されない細か
な規則が存在しており、それゆえ知識を蔵する彫師と依頼人の関係は、支配―被支配といった図
式に陥りやすい。しかしながら貴志の発言からもわかるように、‘FIVE’の店員と彫師との関係
性は、山本の述べるような濃密なものではない。彼らにとって「彫親」の役目は、むしろ健吾が
担っている。
５．「この世界に生きる」という認識
上述したように、‘FIVE’の集団内においてスミを入れることは奨励されるふるまいである。
しかしながら、彼らはスミが対外的に発するイメージについては、「スミは社会的にはいいこと
じゃないし、あんまり人に見せるもんじゃないと思います」［達也 2011.1.6］というように、異
なる認識を示している。
実際、筆者の調査中にはじめてスミを入れた貴志にとって、それはつらい決断であったという。
貴志は実家のある勝浦市までおもむき両親に報告をおこなっている。貴志は母親に相談をしたと
きの様子を「家族中で大変な騒ぎになった」と語った。泣いて反対する母親を前にして「（スミ
を）やがて消すから」という約束をし、なんとかその場を取り繕ったという。「スミを入れるこ
とについてどう思うか」という筆者の問いに対して、貴志は「もうふつうの会社じゃ働けなくな
るし、正直まさか自分が入れるとは思ってませんでした。もう『この世界』から抜け出せないな、
覚悟決めなきゃなっていう決意みたいなもんですね」［貴志 2011.1.18］と話す。悲壮感すら感じ
られるこうした決意を述べるうえで、貴志は自分が所属する環境を「この世界」という言葉で表
現している。「この世界」という表現は、偶然にも達也の次の発言にも登場している。「スミを入
れることは『この世界』で生きていくための、自分への‘いましめ’みたいなもんですね」［達
也 2010.12.23］。
松枝到が、かつて罪人に刑罰として科せられたイレズミを「個人の社会的位置づけを視覚的に
明示し、容易に消すことができない標識であり、さらに社会の誰もが監視者となりうる開放的パ
ノプティコン装置」［松枝 2005：220］と称した効果は、現代社会におけるタトゥーにもあては
まる（11）。‘FIVE’の店員たちはスミが自分たちを社会的周縁へと追いやる装置であり、さまざ
まな可能性を排除してしまうことを認識している。しかしながら、彼らはそれでもスミを入れる
ことを選択する――さらにいうならば、スミを入れなくてはならない
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
という価値観を示す。
この点に関して、達也は次のような発言をおこなっている。「自分の場合は、昔から社長とい
ろいろあったんで……。うーん、仲間意識とか絆とか、そういう言葉じゃ言い表せないですね。
なんか、もっと深いつながりみたいな……うまく言えないですけど」［達也 2011.1.6］
調査対象の若者たちは血縁や地縁といった絆を有するわけではなく、商店の経営に携わるとい
う目的のもとに集った者たちである。しかしながら、彼らにとって仲間はたんなる同僚ではなく、
彼らが「つながり」と呼ぶような紐帯によって接続された者をさす。達也が用いた「つながり」
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という言葉は、先に示された「この世界」で生きるという意識を共有することによって得られる
感情なのではないだろうか。彼らは身体を加工することで、あえて「この世界」で生きることを
肯定するような状況を作り出している。こうした行為は偶発的な参集を、いわば宿命的ともいえ
るような「縁」による紐帯へと昇華させる効果を有している。
６．おわりに
本稿では、ヒップホップ・カルチャーをアイデンティティとする若者小集団を対象とし、彼ら
のなかでタトゥーがどういった「意味」を有しているかについて考察をおこなった。
健吾や達也が「スミはデザインもあるし信念もあるけど、全部が集まってひとつ」［2011.1.21］
と述べるように、彼らが身体のすべてのスミにそれぞれ固有の意味を見出すことはできない。
しかしながら、4 人が身体に刻んでいるスミの多くは、彼らの過去（事例 4）、現在（事例 5・6）、
未来（事例 1・2・3）に由来するものであり、きわめて象徴的なレベルで機能していることがわ
かる。さらに、たとえば達也が左足に入れたジョーカーのスミに、健吾からもらったライターを
取り入れたことによって、意匠は達也の過去だけに由来するものではなく、健吾との記憶を身体
に留めるものへと変化している。この事例において、スミは個人で完結するものではなく、他者
との関係性のなかで理解されるべきものとなっている。
さらに、逸脱の表徴としてさまざまな社会的機会を失するだけでなく、家族と関係性も破壊し
かねないタトゥーは、本稿の調査対象集団において、「この世界」という言葉によって象徴的に
言表される「境界」を構築するための手段として用いられていた。「この世界」の対極に位置す
るのが、タトゥーを逸脱の表徴とみなす「（一般の）社会」であるとするならば、彼らはそれを
外化することで集団内部の紐帯を最大限に強化することに役立てている。
都市は農村社会と比べて人の出入りが多く、それゆえ人間関係が複雑かつ希薄なものとされて
きた。しかしながら本稿で取り上げた商店で働く若者たちからは、たんに商品を売買し利益を得
るということ以上に、彼らが強固な人間関係を築くことに腐心している姿が浮き彫りとなった。
本論文では都市の一隅に生きる若者たちが、独自の思考体系を築きあげている様子を、彼らの
語りを通して明らかにしてきた。このことは現代民俗学が都市生活者を研究対象とするさいの、
ひとつの方法論を提示することができたのではないだろうか。
註
（1） 日本で伝統的に彫られてきた意匠を「和彫り」、欧米由来の意匠を「洋彫り」と呼び分ける場合
もあるが、両者の区別はあいまいであり、多くのタトゥー・スタジオではどちらの意匠も扱っ
ている。
（2） 日本におけるもっとも古い身体加工の記述は、『魏志倭人伝』にまで遡る。「文身」は江戸時代
に刑罰としての「入墨」と区別をするために使用され始め、明治期にはややあらたまった呼
称として用いられた。tattoo という語はタヒチ語の tatu に由来している［盛岡・塩原・本間編 
1993: 68-69］。この論文では、若者のあいだで流行している機械彫りを「タトゥー」とし、その
上位概念として「イレズミ」という語を用いる。
（3） このほか吉岡の分類には「哀悼の意」や「紐帯、関係性」を加えることができるだろう。
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（4） 刺青への法的規制は、1948 年（昭和 23 年）の新軽犯罪法の公布によって解かれた。2011 年 3
月現在、刺青に対する法的規制は存在しないが、各都道府県・自治体の青少年保護育成条例等
によって、未成年者に刺青を施す行為が禁止されている地域がある。
（5） 本論文は都市生活者の日常を描く都市民俗学や都市人類学の範疇にある。森栗茂一は、意識的
に実態的に都市を出自とする人々の出現のなかで、リアリティのある都市の日常にこそ目を向
けるべきだと主張している［森栗 1993］。
（6） ここで示した料金は、インフォーマントたちが依頼している彫師が施術する場合の平均的な金
額である。
（7） 表中「不明」の表記は、聞き取りにおいて「忘れた」、「わからない」などの回答を得たものである。
（8） 個人が特定されてしまうことを避ける理由から、記載を避ける。
（9） 同上。
（10）不動明王は詳しい起源は不詳であるが、『大日経』では大日如来の使者として描かれている。火
焔は衆生の煩悩を焼き尽くすため、平らな盤石の上にあるのは衆生の重障を鎮めるため、など
の意味が付与されている［大島・薗田・圭室・山本編 2001］が、「善悪を区別する」という解釈
は誤りであろう。
（11） 近年では、「カバー・アップ」と呼ばれる、タトゥーを除去する外科手術もおこわれているが、
多くの場合、傷痕を完全に消すことは困難である。
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